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以
下
、
本
館
開
館
か
ら
昭
和
四
七
年
の
文
化
資
料
館
開
館
あ
た
り

ま
で
の
本
館
周
辺
の
状
況
を
伝
聞
を
含
め
て
記
し
て
み
る
。

○
施
設
・
組
織
・
職
員
・
資
料
・
そ
の
他

（
一
）
施
設

　

私
の
就
職
し
た
昭
和
三
九
年
は
本
館
建
設
一
〇
周
年
に
当
た
る
。

県
立
図
書
館
は
二
九
年
一
〇
月
一
日
発
足
、
一
一
月
四
日
開
館
式
、

五
日
か
ら
業
務
を
開
始
し
た
。
あ
わ
せ
て
隣
接
し
て
建
て
ら
れ
た
音

楽
堂
は
一
一
月
か
ら
開
館
し
た
。
前
川
國
男
氏
設
計
の
両
館
は
戦
後

の
代
表
的
建
築
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。

（
二
）
組
織
・
職
員

　

館
長
・
副
館
長
・
五
課
・
一
〇
係
の
構
成
で
図
書
館
部
門
は
三
課

 　

は
じ
め
に

　

私
が
県
立
図
書
館
に
就
職
し
た
の
は
、
昭
和
三
九
年
一
二
月
一
日

で
あ
る
。
一
〇
月
一
日
に
東
海
道
新
幹
線
が
開
業
、
一
〇
日
か
ら
二

五
日
ま
で
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
と
い
う
こ
と
で
日
本
中
が
わ
き

た
っ
て
い
た
。
奉
仕
課
普
及
係
に
配
属
さ
れ
た
。
自
動
車
文
庫
と
通

称
し
、
県
内
の
市
町
村
を
Ｂ
Ｍ
（
ブ
ッ
ク
・
モ
ビ
ー
ル
、
移
動
図
書

館
車
）「
さ
が
み
の
号
」（
当
初
は
バ
ス
型
、
後
に
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
）

と
配
本
車
一
台
で
定
期
的
に
巡
回
し
て
お
り
、
私
の
当
初
の
担
当
は

津
久
井
四
町
だ
っ
た
。
さ
が
み
の
号
は
定
ま
っ
た
駐
車
場
所
に
一
時

間
程
駐
車
し
て
本
の
貸
出
を
行
な
い
、
配
本
車
は
町
の
読
書
施
設
を

巡
回
し
て
い
た
。
約
三
年
間
、
担
当
し
、
四
三
年
か
ら
資
料
課
閲
覧

係
の
相
談
室
に
異
動
し
た
。

〈
随　

想
〉昭

和
三
〇
〜
四
〇
年
頃
の
県
立
図
書
館
周
辺
の
人
々�

石
井
　
敬
士
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六
係
（
整
理
課
―
受
入
係
・
保
管
係
、
奉
仕
課
―
館
内
奉
仕
係
・
館

外
奉
仕
係
、
視
聴
覚
課
―
整
理
係
・
奉
仕
係
）
で
あ
っ
た
。

　

本
館
は
戦
後
の
建
設
で
あ
り
、
都
道
府
県
で
は
四
六
番
目
で
あ
っ

た
。
サ
ー
ビ
ス
は
新
し
い
要
素
の
展
開
、
相
談
室
の
開
設
な
ど
順
次

実
施
さ
れ
た
が
、
一
方
で
資
料
に
つ
い
て
は
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト

だ
っ
た
。
こ
の
一
〇
数
年
間
、
他
都
道
府
県
に
追
い
つ
く
こ
と
は
極

め
て
大
変
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
沓
掛
伊
左
吉
整
理
課
長
は
書
誌
学

者
の
斎
藤
昌
三
氏
の
お
弟
子
さ
ん
で
あ
り
、
横
浜
市
図
書
館
か
ら
移

ら
れ
て
、
収
書
・
整
理
に
あ
た
ら
れ
た
。
個
人
的
に
は
江
戸
時
代
の

貸
本
屋
な
ど
に
つ
い
て
の
著
作
が
あ
る
。
奉
仕
課
長
は
二
代
目
の
斎

藤
武
雄
氏
で
あ
っ
た
が
、
江
戸
の
名
主
で
、「
東
都
歳
時
記
」
や
「
江

戸
名
所
図
会
」
な
ど
の
著
者
斎
藤
月げ
っ
し
ん岑
の
孫
で
あ
る
由
、
よ
く
話
題

に
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
視
聴
覚
課
長
の
関
晶
氏
は
視
聴
覚
資
料
を

専
門
と
す
る
一
方
で
、
私
的
に
は
川
柳
路
吟
社
を
主
宰
、「
路
」
を

発
行
す
る
、
一
方
の
宗
匠
で
あ
っ
た
。

　

私
の
所
属
し
た
前
述
の
普
及
係
は
県
内
の
市
町
村
を
分
担
し
て
巡

回
し
、
何
回
か
は
現
地
で
宿
泊
し
た
が
、
当
時
の
道
路
は
デ
コ
ボ
コ

で
胃
を
こ
わ
す
の
で
気
を
つ
け
ろ
と
い
わ
れ
た
り
、
津
久
井
の
宿
屋

で
は
未
だ
五
右
衛
門
風
呂
が
あ
り
貴
重
な
体
験
も
し
た
。

（
三
）
資
料

　

市
町
村
と
異
な
り
、
県
立
図
書
館
の
資
料
を
最
初
か
ら
集
め
る
こ

と
は
大
変
な
作
業
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
も
館
内
用
だ
け
で

な
く
、
館
外
用
・
視
聴
覚
用
と
分
け
て
集
め
ら
れ
た
。
昭
和
三
四
年

に
県
立
川
崎
図
書
館
が
開
館
し
た
が
、
収
書
に
つ
い
て
は
、
県
立
図

書
館
は
総
合
的
な
収
書
と
人
文
科
学
、
社
会
科
学
部
門
を
、
県
立
川

崎
図
書
館
は
自
然
科
学
、
工
業
関
係
部
門
を
重
点
に
収
書
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。
憶
測
で
言
っ
て
は
と
思
う
が
、
昭
和
四
〇
年
代
ま
で
の

資
料
収
集
の
内
容
は
素
晴
ら
し
い
も
の
で
、
他
県
立
の
レ
ベ
ル
を
超

え
る
位
の
力
を
つ
け
て
き
た
と
思
わ
れ
る
。

（
四
）
そ
の
他

　

私
は
小
田
原
出
身
で
、
横
浜
も
殆
ん
ど
き
た
こ
と
が
な
く
、
東
京

の
大
学
往
復
だ
け
と
い
う
と
こ
ろ
を
津
久
井
郡
巡
回
担
当
と
い
う
こ

と
で
、
不
安
も
大
き
か
っ
た
が
、
慣
れ
て
く
る
と
津
久
井
の
風
光
や

人
々
へ
の
親
し
み
も
湧
い
て
き
た
。
三
年
後
、
相
談
室
に
異
動
と
な
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っ
た
が
、
以
後
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
、
協
力
車
、
神
奈
川
県
図
書
館
協

会
・
関
東
地
区
公
共
図
書
館
協
議
会
な
ど
団
体
の
事
務
を
担
当
さ
せ

て
も
ら
い
、
図
書
館
の
機
能
や
サ
ー
ビ
ス
の
多
様
性
を
学
ん
だ
。
本

を
覚
え
る
方
法
と
し
て
は
閲
覧
室
の
書
架
を
順
次
見
る
こ
と
と
し
、

朝
の
配
架
時
等
を
利
用
し
て
、
一
日
五
〇
冊
程
度（
二
棚
位
）を
ざ
っ

と
見
る
こ
と
を
始
め
、
何
年
か
で
閲
覧
室
全
部
に
あ
た
り
、
書
庫
内

に
つ
い
て
は
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
の
か
た
わ
ら
、
少
し
範
囲
を
広
げ
て

み
る
こ
と
と
し
た
。
分
類
は
一
冊
に
つ
い
て
一
分
類
し
か
与
え
な
い

た
め
、
分
類
さ
れ
な
い
項
目
、
郷
土
関
係
や
特
定
テ
ー
マ
に
あ
た
る

こ
と
も
含
め
、
本
の
各
々
の
感
触
を
確
か
め
て
い
た
と
も
い
え
る
。

　

私
は
小
田
原
か
ら
通
い
を
続
け
た
の
で
、
通
勤
時
間
は
往
復
で
四

時
間
、
勤
務
時
間
を
入
れ
て
、
半
日
は
仕
事
関
連
だ
っ
た
。
東
戸
塚

駅
の
造
成
、
横
浜
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
タ
ワ
ー
の
建
設
等
、
毎
日
、
工
事

の
進
捗
状
況
を
み
せ
て
い
た
だ
い
た
。

○
図
書
館
周
辺
の
見
所
や
ゆ
か
り
の
人
々

（
一
）
神
奈
川
奉
行
所
跡

　

当
時
神
奈
川
県
文
化
セ
ン
タ
ー
と
い
わ
れ
て
い
た
地
域
、
県
立
図

書
館
、
音
楽
堂
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー
の
と
こ
ろ
は
、
安
政
六
年
（
一

八
五
九
年
）
六
月
、
水
野
筑
後
守
忠
徳
以
下
五
名
が
外
国
奉
行
を
命

ぜ
ら
れ
て
戸
部
村
宮
ヶ
崎
に
設
け
ら
れ
た
奉
行
役
所
（
戸
部
役
所
）

で
開
港
事
務
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
青
少
年
セ
ン
タ
ー
、
青
少

年
会
館
（
現
存
せ
ず
）
は
図
書
館
、
音
楽
堂
と
同
じ
前
川
國
男
氏
の

設
計
で
あ
る
。

（
二
）
掃
部
山
公
園
と
井
伊
掃
部
頭
の
銅
像

　

明
治
五
年
、
横
浜
、
新
橋
間
の
鉄
道
敷
設
の
際
、
こ
の
地
に
機
関

車
用
の
水
池
が
設
置
さ
れ
た
の
で
鉄
道
山
と
呼
ば
れ
た
。
そ
の
後
、

井
伊
大
老
ゆ
か
り
の
彦
根
藩
士
が
藩
主
の
開
港
時
の
功
績
を
顕
彰
し

て
造
園
。
大
老
の
銅
像
を
建
立
し
、
掃
部
山
と
名
付
け
て
記
念
と
し

た
。
大
正
三
年
、
銅
像
と
と
も
に
園
地
が
横
浜
市
に
寄
贈
さ
れ
、
掃

部
山
公
園
と
な
っ
た
。
銅
像
は
第
二
次
大
戦
中
の
金
属
回
収
に
よ
り

一
時
撤
去
さ
れ
た
が
、昭
和
二
九
年
の
開
国
百
年
祭
の
際
再
建
さ
れ
、

公
園
も
再
整
備
さ
れ
た
。

（
三
）
横
浜
の
総
鎮
守
伊
勢
山
皇
大
神
宮
と
成
田
山
横
浜
別
院
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紅
葉
坂
を
上
っ
て
き
て
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー
を
右
に
み
て
左
側
に

あ
る
皇
大
神
宮
は
明
治
三
年
、
県
権
知
事
井
関
盛も
り
と
め艮
が
伊
勢
か
ら
勧

請
し
、
神
奈
川
の
宗
社
、
横
浜
の
総
鎮
守
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
伊

勢
山
の
隣
り
が
野
毛
山
に
続
い
た
。
境
内
に
は
、
明
治
一
〇
年
西
往

陣
亡
軍
人
之
碑
や
万
葉
歌
碑
な
ど
が
あ
る
。
皇
大
神
宮
よ
り
野
毛
大

通
り
寄
り
に
成
田
山
横
浜
別
院
が
あ
る
。
明
治
三
年
、
高
嶋
嘉
右
衛

門
、
森
田
友
昇
ら
横
浜
地
方
の
信
徒
の
熱
望
に
よ
り
新
勝
寺
塔
頭
延

命
院
を
移
し
、
成
田
山
延
命
院
と
し
て
、
本
尊
の
分
霊
を
勧
請
し
て
、

横
浜
別
院
（
通
称
野
毛
山
不
動
尊
）
が
設
け
ら
れ
た
。
境
内
は
高
台

に
あ
り
、
横
浜
港
方
面
を
眺
望
す
る
景
勝
地
に
な
っ
て
い
る
。

（
四
）
金
星
日
面
経
（
通
）
過
観
測
地
跡

　

紅
葉
坂
に
面
し
て
碑
が
あ
る
。
明
治
七
年
一
二
月
九
日
に
行
わ
れ

た
金
星
日
面
経
（
通
）
過
観
測
は
、
フ
ラ
ン
ス
隊
は
長
崎
と
神
戸
、

ア
メ
リ
カ
隊
は
長
崎
に
、
横
浜
は
メ
キ
シ
コ
隊
が
担
当
し
て
観
測
に

あ
た
っ
た
。
長
崎
と
神
戸
に
は
観
測
の
記
念
碑
が
建
立
さ
れ
た
が
、

横
浜
に
は
記
念
碑
は
な
く
、
当
初
は
観
測
機
械
の
据
え
付
け
ら
れ
た

礎
石
（
六
〇
セ
ン
チ
角
、
高
さ
四
〇
セ
ン
チ
）
が
一
個
残
さ
れ
て
い

る
の
み
で
あ
っ
た
。
野
毛
山
不
動
尊
の
裏
側
の
突
端
近
く
の
民
家
の

庭
に
あ
り
、私
は
現
役
当
時
そ
れ
を
見
に
行
っ
て
塀
越
し
に
み
た
が
、

あ
ま
り
か
わ
り
ば
え
の
し
な
い
印
象
の
石
で
あ
っ
た
。

（
五
）
野
毛
坂
の
横
浜
市
図
書
館

　

横
浜
市
図
書
館
の
発
祥
は
大
正
一
〇
年
六
月
一
一
日
、
横
浜
公
園

内
に
閲
覧
所
が
設
け
ら
れ
た
の
が
最
初
で
あ
る
。
大
正
一
二
年
に
関

東
大
震
災
に
遭
い
、
火
災
に
よ
り
蔵
書
を
焼
失
、
以
後
、
中
村
町
や

同
公
園
内
の
時
代
を
経
て
、
新
館
の
建
設
地
が
野
毛
坂
の
中
腹
、
旧

老
松
小
学
校
校
地
跡
（
現
在
地
）
と
定
め
ら
れ
、
昭
和
二
年
八
月
五

日
落
成
し
た
。
そ
の
後
、
現
中
央
図
書
館
が
前
図
書
館
の
跡
地
に
隣

接
の
老
松
会
館
や
民
有
地
を
買
収
し
て
、平
成
六
年
二
月
一
部
開
館
、

四
月
全
面
開
館
し
た
。
地
上
五
階
、
地
下
三
階
、
塔
屋
一
階
で
、
一

階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
コ
ー
ナ
ー
、
総
合
カ
ウ
ン
タ
ー
、
各
種
コ
ー
ナ
ー
、

二
階
移
動
図
書
館
、
団
体
貸
出
、
三
階
一
般
調
査
・
ヨ
コ
ハ
マ
資
料
、

四
階
社
会
科
学
・
自
然
科
学
、
五
階
人
文
科
学
部
門
、
地
下
一
階
は

Ａ
Ｖ
関
係
、
ホ
ー
ル
・
学
習
室
等
、
書
庫
は
地
下
一
～
三
階
で
あ
る
。

ま
た
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
は
、
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（
１
）�

亀
田
文
庫　

亀
田
病
院
の
開
設
者
亀
田
威
夫
氏
収
集
の
忠

臣
蔵
関
係
資
料
一
四
一
六
点

（
２
）�
中
村
家
文
庫　

浦
賀
奉
行
組
同
心
中
村
容
介
の
職
務
上
の

手
録
を
中
心
と
し
た
も
の
で
総
数
四
五
点

（
３
）�

横
浜
関
係
資
料　

芳
虎
、
貞
秀
、
芳
員
、
三
代
広
重
な
ど

の
横
浜
絵
、
絵
図
、
瓦
版
な
ど
四
五
六
点

等
を
所
蔵
し
て
い
た
。

　

横
浜
市
の
図
書
館
は
戦
前
か
ら
の
一
館
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
昭
和

四
八
年
の
「
横
浜
市
総
合
計
画
一
九
八
五
」
よ
り
、
方
面
別
図
書
館

の
建
設
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
四
九
年
磯
子
、
五
二
年
山
内
、

五
三
年
戸
塚
が
開
館
、
現
在
で
は
全
一
八
区
に
開
館
、
中
央
図
書
館

は
二
六
五
万
冊
の
収
容
能
力
を
持
っ
て
い
る
。

（
六
）
岳
人
小
島
烏
水
居
住
の
地

　

烏
水
小
島
久
太
は
明
治
六
年
一
二
月
二
九
日
、
香
川
県
高
松
市
に

生
れ
、
同
一
一
年
東
京
神
田
か
ら
横
浜
市
西
区
に
転
入
し
た
（
西
戸

部
町
八
九
八
、
現
西
戸
部
町
二
─
一
九
五
）。
戸
部
小
に
入
り
、
老

松
小
に
移
っ
た
が
、
同
級
に
久
保
天
随
が
い
た
。
さ
ら
に
、
一
三
年
、

烏
水
と
共
に
日
本
山
岳
界
の
開
拓
者
と
な
っ
た
岡
野
金
次
郎
が
入
学

し
て
い
る
。
ま
た
、
友
人
の
山
崎
紫
紅
も
烏
水
よ
り
二
年
遅
れ
で
戸

部
小
に
入
学
し
て
い
る
。
烏
水
は
二
五
年
横
浜
商
業
学
校
を
卒
業
、

二
九
年
に
横
浜
正
金
銀
行
に
勤
務
し
、
昭
和
五
年
八
月
同
行
を
退
職

す
る
ま
で
在
職
三
四
年
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
支
店
長
な
ど
も
勤
め

た
。
一
方
で
、
山
岳
登
山
家
、
文
芸
評
論
家
、
紀
行
文
作
家
な
ど
、

多
方
面
で
活
躍
し
た
。
三
五
年
、
岡
野
金
次
郎
と
日
本
登
山
家
最
初

の
槍
ヶ
岳
登
頂
に
成
功
し
た
。
ま
た
、
四
一
年
、
石
川
啄
木
が
函
館

か
ら
三
河
丸
で
横
浜
に
上
陸
し
た
際
、
横
浜
正
金
銀
行
に
烏
水
を
訪

ね
、
横
浜
に
一
泊
、
上
京
し
た
と
い
う
。
浮
世
絵
の
収
集
・
研
究
家

と
し
て
も
知
ら
れ
る
。
昭
和
二
三
年
一
二
月
一
三
日
没
。
七
四
才
で

あ
っ
た
。

（
七
）
御
所
五
郎
丸
の
墓　

御
所
山
二
四
番
地
に
古
い
五
輪
塔
が
祀

ら
れ
、「
史
蹟
御
所
之
五
郎
丸
の
墓
」
と
い
う
標
柱
が
建
て
ら
れ
て

い
る
。
昭
和
四
〇
年
五
月
一
五
日
の
日
付
け
で
、
御
所
町
会
五
郎
丸

会
と
な
っ
て
い
る
。

　

建
久
四
年
（
一
一
九
三
年
）
五
月
二
八
日
、
源
頼
朝
が
富
士
の
巻
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狩
り
を
し
た
夜
、
曽
我
兄
弟
が
父
の
仇
工
藤
祐す
け
つ
ね経
を
討
ち
と
っ
た
、

い
わ
ゆ
る
曽
我
の
仇
討
ち
の
際
、
本
懐
を
と
げ
さ
せ
た
後
、
五
郎
丸

は
弟
五
郎
時と
き
む
ね致
を
捕
え
頼
朝
に
差
出
し
た
。
当
地
の
有
志
の
五
郎
丸

会
は
勇
と
情
を
備
え
た
武
士
の
鑑
と
し
て
、
そ
し
て
、
御
所
山
の
地

名
も
御
所
五
郎
丸
よ
り
つ
け
ら
れ
た
と
し
て
、
昭
和
三
八
年
横
浜
市

に
寄
贈
し
、
永
久
保
存
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

○
ゆ
か
り
の
地
名

　

前
述
の
よ
う
に
私
は
小
田
原
か
ら
通
っ
て
い
た
の
だ
が
、
東
海
道

線
を
横
浜
で
乗
り
替
え
、
京
浜
東
北
線
で
桜
木
町
駅
ま
で
き
て
、
一

六
号
線
沿
い
に
横
浜
方
面
に
歩
い
て
紅
葉
坂
を
上
っ
て
い
た
（
現
在

の
横
浜
よ
り
の
改
札
口
は
な
か
っ
た
）。
一
六
号
線
を
渡
る
と
、
そ

の
先
に
橋
が
あ
り
、
さ
ら
に
音
楽
通
り
と
な
っ
て
い
る
が
、
橋
の
下

に
は
以
前
川
が
流
れ
て
い
た
と
い
う
。
桜
川
と
い
い
、
駅
の
方
へ
流

れ
て
い
た
。
明
治
五
年
、桜
木
川
に
沿
っ
て
桜
木
町
と
命
名
さ
れ
る
。

川
名
は
後
に
桜
川
と
な
り
、
そ
の
後
地
は
桜
川
新
道
と
呼
ば
れ
た
。

紅
葉
坂
に
は
桜
の
並
木
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　

以
下
、
周
辺
に
つ
い
て
い
く
つ
か
紹
介
す
る
。

　

西
区
が
中
区
か
ら
分
離
し
た
の
は
、
昭
和
一
九
年
四
月
一
日
、
四

三
町
だ
っ
た
。
そ
の
う
ち
、
県
立
図
書
館
周
辺
は
戸
部
を
め
ぐ
る
町

で
、
戸
部
町
、
西
戸
部
町
、
境
之
谷
、
御
所
山
町
、
西
前
町
、
戸
部

本
町
、
藤
棚
町
、
浜
松
町
、
老
松
町
、
花
咲
町
、
紅
葉
ケ
丘
、
伊
勢

町
、
宮
崎
町
だ
っ
た
。
紅
葉
ケ
丘
は
紅
葉
坂
の
上
の
丘
か
ら
、
伊
勢

町
は
皇
大
神
宮
の
遷
座
に
よ
り
、
宮
崎
町
は
皇
大
神
宮
に
ち
な
み
、

岬
の
先
に
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

　

海
岸
よ
り
に
は
明
治
五
年
の
鉄
道
敷
設
に
伴
う
高
島
町
（
高
島
嘉

右
衛
門
に
因
む
）
な
ど
が
設
け
ら
れ
た
。

○
西
区
に
ゆ
か
り
の
文
化
人
・
文
学
者

　
『
横
浜
西
区
史
』（
横
浜
西
区
史
刊
行
委
員
会　

一
九
九
五
）
に
よ

る
と
次
の
よ
う
な
人
々
が
い
た
。

（
一
）
小
説
家

　

有
島
三
兄
弟
（
父
武
は
第
八
代
横
浜
税
関
長
、
月
岡
町
―
現
老
松

町
の
税
関
官
舎
に
住
ん
だ
。
長
兄
武
郎
は
同
居
。
生
馬
・
弴
は
同
官
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舎
生
）、
岩
藤
幸
夫
（
現
桜
木
町
生
）、
長
谷
川
伸
（
日
ノ
出
町
生
）、

吉
川
英
治
（
横
浜
ド
ッ
ク
の
船
具
工
、
西
戸
部
町
住
）、
山
本
周
五
郎

（
久
保
町
住
、
西
戸
部
小
か
ら
西
前
小
を
卒
業
）、
獅
子
文
六
（
弁
天

通
生
、月
岡
町
の
税
関
官
舎
跡
地
に
住
む
、老
松
小
）、島
尾
敏
雄（
戸

部
町
生
）、
尾
崎
士
郎
（
野
毛
町
に
住
む
）、
加
藤
武
雄
（
西
戸
部
町

に
住
み
、
戸
部
小
の
補
助
教
員
と
な
っ
た
）、
岡
本
か
の
子（
二
五
年
、

両
親
と
共
に
野
毛
山
の
別
邸
に
滞
在
）、
今こ
ん
と
う
こ
う

東
光
（
老
松
小
、
伊
勢
佐

木
町
生
）

（
二
）
詩
歌
・
俳
句
・
川
柳

　

伊
良
子
清
白
（
詩
・
文
庫
派
、
戸
部
町
住
）、
平
野
威
馬
雄
（
詩
、

混
血
児
救
済
運
動
に
か
か
わ
り
「
レ
ミ
の
会
」
結
成
、
老
松
町
生
）、

福
田
正
夫（
詩
、「
民
衆
派
」、高
等
戸
部
小
に
入
学
）、飯
岡
幸
吉（
歌
、

ア
ラ
ラ
ギ
派
、
掃
部
山
公
園
に
歌
碑
、
花
咲
町
生
）、
飛
鳥
田
孋れ
い

無む

公こ
う

（
俳
句
、「
石
楠
」
同
人
、
県
庁
に
勤
め
伊
勢
町
官
舎
に
住
ん
だ
）、

中
村
汀
女
（
俳
句
、「
風
花
」
主
宰
、
西
戸
部
町
の
税
関
官
舎
に
住
ん

だ
）、
阪
井
久
良
伎
（
川
柳
、「
川
柳
久
良
伎
社
」
を
お
こ
す
。
父
が

県
庁
に
勤
め
、
野
毛
の
役
宅
生
）

（
三
）
評
論
家
、
劇
作
家
な
ど

　

北
村
透
谷
（
明
治
一
六
年
、
県
庁
官
舎
に
寄
寓
し
て
県
会
の
臨
時

書
記
と
な
っ
た
）、山
崎
紫
紅（
劇
作
家
で
明
治
八
年
三
月
戸
部
町
生
。

戯
曲
集
と
し
て
「
史
劇
十
二
曲
」「
史
劇
十
種
」
が
あ
る
）、
小
島
烏

水
（
前
記
参
照
）

○
桜
木
町
駅
・
三
菱
ド
ッ
ク
・
闇
市

　

私
の
朝
の
通
勤
コ
ー
ス
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
っ
た
が
帰
り
は
、

紅
葉
坂
を
下
り
、
音
楽
通
り
を
通
っ
て
野
毛
に
行
き
一
杯
や
っ
て
帰

る
の
が
常
に
な
っ
て
い
た
。
当
初
飲
め
な
か
っ
た
の
が
自
動
車
文
庫

の
巡
回
（
当
時
月
に
数
回
泊
り
が
あ
り
、
土
地
の
人
と
も
飲
む
機
会

が
あ
っ
た
）
な
ど
で
鍛
え
ら
れ
た
？
の
か
も
し
れ
な
い
。
音
楽
通
り

は
音
楽
堂
に
因
む
と
思
う
が
労
音
の
事
務
所
な
ど
も
あ
っ
た
。
本
町

小
学
校
の
と
こ
ろ
に
は
ガ
ス
会
社
が
設
立
さ
れ
、
明
治
五
年
に
は
、

わ
が
国
最
初
の
ガ
ス
灯
が
大
江
橋
か
ら
馬
車
道
、
本
町
通
り
に
か
け

て
灯
さ
れ
た
と
い
う
。
野
毛
の
大
通
り
を
渡
る
と
野
毛
の
飲
み
屋
街

と
な
る
が
、
当
時
（
四
〇
年
頃
）
は
駅
前
の
ぴ
お
シ
テ
ィ
は
な
く
、
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闇
市
で
あ
っ
た
。
何
百
軒
の
飲
み
屋
が
あ
り
、
み
な
と
み
ら
い
地
区

は
な
か
っ
た
の
で
皆
そ
ち
ら
を
利
用
し
て
い
た
。一
六
号
線
を
渡
り
、

桜
木
町
駅
に
出
る
。
ご
承
知
の
よ
う
に
同
駅
は
明
治
五
年
の
新
橋
・

横
浜
間
の
鉄
道
開
業
地
で
あ
る
。
九
月
一
二
日
、
新
橋
（
汐
留
か
ら

改
名
）、
横
浜
（
現
在
の
横
浜
駅
は
三
代
目
、
桜
木
町
駅
）
間
で
開
業

し
た
。
新
暦
で
一
〇
月
一
四
日
に
あ
た
り
、
鉄
道
記
念
日
と
な
っ
て

い
る
。
鉄
道
発
祥
記
念
碑
や
初
代
鉄
道
建
築
師
長
エ
ド
モ
ン
ド
・
モ

レ
ル
の
顕
彰
碑
が
あ
る
。

　

駅
の
海
側
に
は
三
菱
ド
ッ
ク
が
あ
り
、
長
谷
川
伸
の
『
あ
る
市
井

の
徒
』（
朝
日
新
聞
社　

一
九
五
一
）
や
吉
川
英
治
の
『
か
ん
か
ん
虫

は
唄
ふ
』（
春
陽
堂　

一
九
三
二
）
な
ど
を
読
む
と
当
時
の
ド
ッ
ク
の

様
子
が
偲
ば
れ
る
。
ま
た
、「
日
本
丸
パ
ー
ク
」
や
新
港
倉
庫
な
ど
に

港
の
風
景
が
思
い
起
こ
さ
れ
る
。
平
成
以
降
、
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
・
タ

ワ
ー
以
下
、「
み
な
と
み
ら
い
」
の
街
並
み
の
形
成
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。

お
わ
り
に

　

嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
年
）
の
ペ
リ
ー
来
航
、
翌
年
の
「
神
奈
川

条
約
」（「
日
米
和
親
条
約
」）
の
締
結
に
よ
り
日
本
は
開
国
し
た
。
そ

の
後
、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
年
）
の
「
日
米
修
好
通
商
条
約
」（
安

政
条
約
）
を
経
て
、
六
年
六
月
二
日
、
米
英
仏
露
蘭
に
対
し
、
神
奈

川
（
実
際
は
横
浜
）
が
開
港
し
た
。
保
土
ヶ
谷
宿
、
戸
部
村
、
野
毛

浦
を
経
て
現
在
の
伊
勢
佐
木
町
か
ら
吉
田
橋
を
渡
り
居
留
地
へ
入
っ

た
の
で
あ
る
。
県
立
図
書
館
の
山
側
（
戸
部
方
面
）
を
居
留
地
へ
の

道
が
通
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

　

私
は
前
述
の
よ
う
に
、
昭
和
三
九
年
一
二
月
か
ら
平
成
一
五
年
三

月
ま
で
、
両
県
立
図
書
館
に
三
六
年
間
お
世
話
に
な
っ
た
。
今
回
そ

の
最
初
の
一
〇
年
間
を
回
顧
し
て
み
た
の
で
あ
る
が
、
旧
文
化
資
料

館
や
横
浜
能
楽
堂
は
な
く
、
現
在
青
少
年
セ
ン
タ
ー
の
前
の
マ
ン
シ

ョ
ン
の
あ
る
と
こ
ろ
に
は
婦
人
会
館
や
後
に
青
少
年
会
館
が
建
て
ら

れ
て
い
た
。
四
七
年
に
文
化
資
料
館
が
で
き
る
ま
で
は
民
間
地
が
少

し
あ
っ
た
。

　

県
内
の
図
書
館
で
あ
る
が
、
神
奈
川
県
図
書
館
協
会
の
発
行
す
る

『
神
奈
川
県
の
図
書
館　

一
九
六
四
年
版
』
に
よ
る
と
、
加
盟
四
五
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館
の
う
ち
県
立
三
館
（
県
立
、
県
立
川
崎
、
県
立
金
沢
文
庫
）、
市
町

立
二
六
館
（
含
公
民
館
図
書
室
二
館
、
市
立
分
館
二
館
）、
大
学
そ
の

他
一
六
館
で
あ
っ
た
。
市
町
立
図
書
館
二
六
館
の
う
ち
、
市
立
一
九

館
、
町
立
七
館
、
で
あ
り
、
横
浜
市
は
未
だ
一
館
で
あ
っ
た
。

　

当
時
の
県
立
図
書
館
の
蔵
書
は
、
県
立
一
五
九
、
九
四
〇
冊
、
県

立
川
崎
六
五
、
八
七
六
冊
、
職
員
は
県
立
七
一
名
（
除
音
楽
堂
）、
県

立
川
崎
三
四
名
で
あ
っ
た
。

　

紅
葉
坂
を
上
り
、
右
に
入
る
と
左
側
に
少
し
前
に
で
き
た
青
少
年

セ
ン
タ
ー
、
正
面
に
音
楽
堂
、
そ
の
す
ぐ
左
手
に
図
書
館
が
あ
り
、

そ
の
偉
容
は
素
晴
ら
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
前
川
國
男
氏

設
計
と
い
う
こ
と
で
、
驚
き
感
嘆
し
た
も
の
で
あ
る
。
新
県
立
図
書

館
建
設
と
合
わ
せ
、
今
後
ま
す
ま
す
の
発
展
を
祈
念
す
る
も
の
で
あ

る
。




